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　The　main 　bQtanical　source 　of　Mulberry　Bark　in　China　has　been　described　as 　flfo　ras 　alba 　L ［NNE ，

but　no 　de且nite 　sclentific 　basis　has　been　given ．　 To　clarjfy 　the　botanical　source 　of 　Chinese　Mulberry

Bark，　we 　studied 　the　chemical 　components 　of　the　cork 　layers　of　Mulberry 　Barks　in　Chinese　markets

and 　of 　root 　barks　of 　the　following　p［ants ：ルf，　alba 　from 　China　and 　Japan，屈 mongo ！ica 〔BuREA 〔J）

ScHN臼 DER 　from　China，　M ．　cathayana 　HEMsL．　from　Indonesia，　M ．　 australis 　PolRET　frorn　Taiwan ，　and

M ．bombycis　KolDzuM［from　Japan．　 Commercial 　Mulberry　Barks　were 　found　to　contain 　kuwanons

and ！or 　sanggenons ，　and 　on 　the　basis　of　the　patterns 　of 　these　chemica1 　components ，　they　were 　roughly

divided　into　four　types ．　The 　roQt 　barks　of 　the　five　，lforns　species 　exanlined 　were 　found　tQ　be

distinguished　from　each 　other 　by　their　characteristic 　pattcrns ‘）f　these　chemical 　components 、　 By

comparing 　tbe　chemical 　component 　profiles　of　the　four　types　of　commercial 　Mulberry　Barks　with

those　of　the　five　Moras　species ，　the　botanical　sources 　of　the　commercial 　Chinese　barks　of　three　of 　the

four　types　were 　identified：the　main 　source 　of　Mulberry　Barks 　in　Chinese　rnarkets 　was 　not 」4．　alba

but　M ．　 mongo ！ica．

Keywords − Morus　a ！ba；M θnts 　nao ηgolica；Mulberry　Bark ；sanggenon ；kuwanon ；morusin

桑 白皮 は 榊 農 本 草 経 』
1）に 「桑 t艮自皮 」 の 名 称 で 収 載

さ れ，鎮咳
・去 痰 な ど を目的 と した 漢方 処 方 に 用 い ら れ る．

そ の 基 原 と して 「第 12 改正 日本 薬 局 方」
z）

に は ク ワ 科 の マ

グ ワ Morus 　 aiba 　LINNE又 は そ の 他 同属植物 の 根 皮 が 挙げ

られ て い る．現在 日 本で は主 と して 中国産桑 自皮が 出 回 っ

て お り，そ の 基 原 植 物 と して 『中華人民共 和国薬典』
3）に

は M ．alba が 挙 げ られ て い る が ，『中薬大 辞 典』
4｝に は他 に

M ．mongolica ，　 M ．　au∫tralis，　 M ．　cathayana も記 載 さ れ て

い る．

　桑 白皮 の 基 原 に 関す る 形 態 学的 な 証明 が な され て お らず，

野 村
5）は か つ て 成分 組 成 の 点 か ら 中国産桑 白皮 は M ．mon −

golicaの 根皮 で あ る こ とを推測 して い る が ， 十 分 確証 は な

さ れ て い な い ．そ こ で 桑 白皮 の 基 原 を明 確 に す る 目的 で ，

中国各地 の 市場 品及 び 日本，中国，台 湾，イ ン ドネ シ ア に

産す る Morms　es植物 5種 の 根皮 を収 集 し，
コ ル ク 層 に 含

まれ る主 な 成分を高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ （HPLC ） に て

分 析 した．本報 で は 桑 白皮 の 成 分 組 成 と基原の 関係 に つ い

て 報告 す る．

実　験　の 　 部

　実験 に 用 い た 試 薬 お よ び 試液 と し て ， HPLC に は 和光

純 薬製液 体 ク ロ マ トグ ラ フ 用 溶媒，抽出そ の 他 は 国産化学

製特級試 薬 を用 い た．

　L 　実 験 材 料

　1）　中 国 市 場 品 桑 白皮 （1984〜1991年 入 手）：河 南省

（6検 体 ），河 北省 （2検 体 ），安 徽 省 （工検体），湖 北 省 （4

検体），湖南省 （1検 体 ），浙 江 省 （1 検体），貴州 省 （1検

休），江 西 省 （1 検体），四川 省 〔2検 体），雲 南 省 （1検

体 ）

　2）　　上匕較 才オ米斗

　a ）　マ グワ MOTus　alba 　LINNE ：中国産 ：江蘇省 （1988．

12，ユ989．11），安 徽 省 （1990．7），浙江 省 （1989．11），四

川省 （1990．6），雲 南省（1987．11）．日本産 ： ［ll梨 県 （1987．

5），群馬県 （1987．10， 1988．4，1988．5），茨城 県 （1987．5，

（71）
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1987．10，　1988．5，　1988．10，　1989．1）

　b）　 クワ M ．bombycis　KolDzuM［： 日本産 ：群 馬県 （1971．
10）

　c ）　モ ウ コ グワ M ．mongolica （BuREAu ）ScHNETD．： 中

国産 ：遼 寧省 （1987．9），北 京 （1988．9），山東省 （1989．10＞

　d）　 M ．australiS 　PolRET ： 台湾産 （1987．11）

　e）　M ．cathayana 　HEMSL．： イ ン ドネ シ ア 産 （1987．10）

　2． HPLC に よ る 定量　材料 を ロ ッ ド ミ ル に て 粉 末 と

し，そ の 500mg を取 っ て 水
一

エ タ ノール （1 ：1，　 v ／v ，50

ml ） で 1 時間超音波 抽出し，ろ過 して HPLC の 試 料溶液

と した ．標品 と して kuwanon 　 C，　 E ，　 G，　 H ，　 L，　 moru −

sin，　 sanggenon 　C ，
　 D を用 い 6），メ タ ノール に 溶 か して 標

準溶液 と した．試 料 溶 液 中の 各成分 の ピ
ー

ク は標 品 の 保持

時 間 と UV ス ペ ク トル に よ っ て 同 定 した （Fig，1，2）．試

料 溶 液 中の 成 分 の 定量 は
， 各標 品 との ピ

ー
ク面積 比 に よ る

絶対検 量 線法 に より行 っ た．な お 定 量 値 は 1検体 に つ き 3
回分析 を行 っ て 平均値を算出し，また

一
か 所 の 産地 で 2 検

体 以 上 あ る試 料 に つ い て は 変動 幅 を示 した．

　3． HPLC の 装置及 び 条件　高速 液 体 ク ロ マ トグ ラ フ
，

Shimadzu　 LC −4A ； 検出器，　 HP −1040M （Hewlett・Pack −

ard ）； 分 析 カ ラ ム ，　 TSKgel　ODS ・120T （4．6× 250　mm ）；

了　　　 8
2　　　 3

1
456

1   2E 〕　　　　　 3E 〕　　　　　 4 目

　 　 t〒me 　〔min ）

5 目 B  

Fig．1．　 HPLC 　Chromatogram 　of 　Authentic　Samples　from
　　　 Mulberry　Barks

1，kuwanon 　L； 2，　kuwanon 　G ； 3，　kuwanon　C ；

4，sanggenon 　D ； 5，　kuwanon 　H ； 6，　sanggenon 　C；

7，kuwanon 　E ； 8，　morusin ．
HPLC 　conditions ： column ，　TSKge1 　ODS −120T （4，6×

250mm ＞； mobile 　 phase ，10　mM 　phosphoric　 acid
−

CH ，CN （linear　gradient ，60 ：40 → 15 ：85　for　l　h）；

flow　rate ，1ml ／min ；oven 　temperature，40℃ ；detec−
tor，　UV 　234　nm ．

移 動層，10mM リ ン 酸
一
ア セ ト＝ トリル （リ ニ ア グ ラ ジ エ

ン ト，60　min
， 60：40→ 15：85）；流速 ， 1ml／min ； カ ラム

温 度，40℃ ；検 出波 長，235nm ； 注入量，10μ 1．

結果 お よ び考察

中国各地 で 入 手 した 市場 品 桑 白皮 の コ ル ク層に つ い て ，
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TABLE　I、　 Contents（％） in　Cork　Layer　of 　Mulberry　Barks　and 　Root　Barks　of　Moms 　spp ．

Materials 1 2 3 4 5 6 7 8

　　　　 Hebei　　　（河 ゴ匕）　　3．1±2，6　0．3士 0．2

Type 　I　 Henan 　　（河 南）　 6．1± 5，2　1．1± O、9

　　　　 Hubei　 （湖 北）　 4 ，5± 4 ．1　1．1± Q．8

nd 　　　　2．1± 1，9

nd 　　　　2．4±2．O

nd 　　　　5．1±1．4

rユd　　　 1．9±0．9　 0．5± 0．4　 0．2± 0．l

nd 　　　　2．1± 1．0　 0，4± 0．3　0．4± 0．3

nd 　　　　　　nd 　　　　O．8± 0，5　0，4± 0．1

　　　　　　　　 Anhui　 （安徽 ）

Mulberry　 Type 　II　 Suchuan （四 川）

Barks 　　　　　　 Jiangxi　 （江 西）
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．30
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d
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184100

Type 　III　 Yunnan 　（雲 南） nd 3，5 0，3 1．5 3．2 nd 0．6 2，0

　 　 　 　 Hunan 　 （湖 南）

Type 　IV　Zhejiang （浙 江 ）

　　　　Guizhou （貴州）
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」4．cat吻 ana

ChinaJapanChinaTaiwanJapanIndonesia工．O±0，5　1．4± 0．2
　 nd 　　　　3．2± 2．8

4 ．9：ヒ3，2　 2，3± 0．9

　 nd 　 　 　 　 2，6

　 0．8　 　　 3．O

　 nd 　　 　 3．2

0．5±0．1dd

渇

dd

nnOnn

　 nd

　 nd3

．1± 1 ．6

　 1．O

　 nd

　 nd

王，0± 0．3　　　　nd

2 ．2± 2．1　　　 nd

　 nd 　 　 　 　 nd

　 3．O　　　 nd

　 LO 　　　 nd

　 2，3　 　　 nd

0．8土 0．3　 1，3± Q．7

0．4± 0．3　0．9± 0．6

0．4± 0．3　0，7± 0．2

　 e．7　　　 1．3

　 0．4　 　 　 0．8

　 nd 　 　 　 O．8

1，kuwanon 　L；2，　kuwanon　G ；3，　kuwanon 　C； 4，　sanggenon 　D ；5，　kuwanon 　H ； 6，　sanggerlQn 　C；7，　kuwanon 　E；

8，【norusin ．
（nd ＜ 0．1％）

sanggenon 　C ，
　 D ，　 kuwanon 　C，　 E

，　G
，　 H の 分析定量 を

行 っ た と こ ろ，成分組成に 差異 が み られ ， 市場品は 4 タイ

プ （Type 　I− IV） に 分 け る こ とが 可能 で あ っ た （TABLE

I）．一
方 基原 の 明 確 な Moras　ts植 物 5種 の 根皮 に つ い て

同様に 分析を行 っ た と こ ろ，種 の 違 い に よりそれぞれ 成分

組 成 に 差 異 が 見出 さ れ，互 い に 区別 が 可能 で あ っ た．そ こ

で各 タ イプ と Morzas属 植 物 5 種 の 成分 組 成 を 比 較 し，市

場品桑白皮 の 基 原 の 考察を行 っ た．

　Type 　Iは sanggenon 　C，　 D，　kuwanon 　L を 比較的多 く

含 み ，kuwanon 　 C
，
　 H が 検 出 さ れ な い タ イ プ で あ る．

Type　Iに は 河 南 ， 河北，湖 北 に 産 す る桑 白皮 が 含 まれ る

が，』40剛 s 属植物 5 種 の 根皮 の 成 分 組成 と を比 較 し た と

こ ろ，Type　I は M ．　 mongolica に 類 似 の 組成 で あ っ た．

Type　Iに は 桑白皮 の 主産 地 で あ る 河 南η の もの が 含
『
まれ，

従 っ て主 た る桑白皮 の 基 原 は従来 い わ れ て きた
2・3）　M ．atba

と は 異 な り，M ．　 mongolica で あ る こ とが 明 らか とな っ た

（Fig．3）．

　Type　IIは kuwanon 　G，　 L を主成分 と し，他 の タ イ プ

と 異 な り sanggenon 　C，　 D が 確 認 されな い こ と が 特 徴 で

あ る．Type 　IIに は 安徽 ，四川，江 西 に 産す る 桑白皮 が 含

まれ る が ，その 成分 組 成 は M ．αlbaの 根皮 に 類似 して お り，

従 っ て 本 タ イプ に 属す る桑 白皮 の 基 原 は M ．alba と推測 さ

れ る．

　 日本産 M ．alba の 根皮 の 成分 組 成 は 中国」9’　M ．　alba と異

な り，kuwanon　C，　 L が 確 認 さ れ な か っ た．その 理 由 と

して ， 中 国 と 日本 の 育成 し て い る環境的差異が 考 え られ る

1

2

8 （B ）

］ 53

了

0 10 20 30 40 50 50

Fig，3．

　 　 　 　 　 　 　 ti皿e 　〔min 〕

HPLC 　 Chromatograms　 of　 50％ Ethanol　 Extracts

from　the　Root　Barks　 of 』40觚 spp ．〔A ），躍．　 mon ・

go ♂ガ‘α； 〔B ），〃 ．　 alba 　fro【n　China

l，kuwanon 　L； 2，　kuwanon 　G ； 3，　kuwanon 　C ；

4，sanggenon 　D ； 5，　kuwanon 　H ； 7，　kuwanon 　E；

8，　morusin ．
HPLC 　conditions ； see 　Fig．1．

が，詳 細 は不 明 で あ る．

　Type 　IIIは sanggenon 　D，　 kuwanon 　G ，　 H を 多 く含 み ，

kuwanon　L が 検 出 さ れ な い こ とで Type 　l，　 IIと 区別 さ

れ る．こ の タ イ プ の 桑 白皮 は雲南市場品 の み で あ る が，

M ．australis に 類 似 の 組 成 で あ る こ と か ら，そ の 基原 は

M ．aastralis で あ ろ つ ．

（73）
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　Type　IV は sanggenon 　C をギ 成 分 と し ，
　 kuwanon 類が

ほ とん ど検 出 さ れ な い タ イプ で あ り，湖 南，浙 江，貴州に

産す る桑 白皮 が こ れ に 含 ま れ る．Type 　IV と基 原 の 明 確

なもの と比較 した が，組成の 類似す る もの は 見 当 た ら なか

っ た ．sanggenon 　C，　 D は MontS 属植物以外 に は 見出 さ

れ て い な い と こ ろ か ら，Type 　IV は 44θ7躑 属由来 の 桑 白

皮 と考 えら れ るが ，その 基 原 は 不明 で あ る．

　以 上 市場 晶桑 白皮 の 基 原 の 考察に は，成分組成 の 分析 が

有用 な方法 で あ る こ と を確 認 す る と と もに ，基 原 に 関 して

新 た な 知見 を得 る こ とが で きた ．な お 中国の 桑 自皮の 産地

は 主 と して 河南 で，ほ か に 河 北 ， 湖 南 ， 安徽 ， 四 川，広東

な ど か らも産す るが η，今 回実 験 に 供 した 桑 白 皮 は そ れ ら

の 産 地 の 大部分 を含 む もの で あ る．しか し中国に 生 育す る

Morus 属 の 植物学的分 類 は 十分研 究 が な さ れ て お ら ず，

今後形 態学的 な面か らの 基原の 検討 お よ び成 分 組成 との 関

係 に つ い て さ らに 詳 細 な研 究を要す る．
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